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降誕前第 9 主日            No. 43 
 

主日礼拝     

 
前奏  

 
 

参集 (報告 ･ 紹介 ･ 予定) 
 

招詞 

「主よ、わたしたちの主よ 

あなたの御名は、いかに力強く 

全地に満ちていることでしょう。 

天に輝くあなたの威光をたたえます 

幼子、乳飲み子の口によって。」 （詩編8:2，3a） 
 

 

頌栄 27 「父・子・聖霊」 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

リタニー「神さまがつくられた世界」 

司式者：神
かみ

さま、  

みんな：わたしたちの神
かみ

さま、 

司式者：神
かみ

さまが、世
せ

界
かい

をおつくりになったと 

知
し

りました。 

みんな：世
せ

界
かい

をつくってくださった神
かみ

さま、 

感
かん

謝
しゃ

します。 

司式者：神
かみ

さまが、月
つき

や星
ほし

や、わたしたちを 

つくってくださいました。 

みんな：世
せ

界
かい

をつくってくださった神
かみ

さま、 

感
かん

謝
しゃ

します。 

司式者：神
かみ

さまが、たくさんの人
ひと

に、いのちを 

あたえてくださいました。  

みんな：世
せ

界
かい

をつくってくださった神
かみ

さま、 

感
かん

謝
しゃ

します。 

一緒に：世
せ

界
かい

は神
かみ

さまが、良
よ

しとされたもの。 

司式者：きらめく星
ほし

は、わたしたちに似
に

ています。 

みんな：神
かみ

さまに愛
あい

されて、輝
かがや

く星
ほし

になります。 

司式者：小
ちい

さな光
ひかり

は、小
ちい

さな友
とも

だちの声
こえ

です。 

 

みんな：神
かみ

さまに支
ささ

えられて、小
ちい

さな声
こえ

に聞
き

きます。 

一緒に：すばらしい世
せ

界
かい

をつくってくださった、 

    神
かみ

さまに感
かん

謝
しゃ

します。 

    アーメン 

 

祈祷 

 

献金 献金箱が受付に置いてありますので、 

礼拝前にお献げください。 

 

主の祈り 

天
てん

にまします我
われ

らの父
ちち

よ、 

ねがわくは み名
な

をあがめさせたまえ。 

み国
くに

を来
きた

らせたまえ。 

みこころの天
てん

になるごとく 

地
ち

にもなさせたまえ。 

我
われ

らの日用
にちよう

の糧
かて

を、今
きょ

日
う

も与
あた

えたまえ。 

我
われ

らに罪
つみ

をおかす者
もの

を我
われ

らがゆるすごとく、 

我
われ

らの罪
つみ

をもゆるしたまえ。 

我
われ

らをこころみにあわせず、 

悪
あく

より救
すく

い出
いだ

したまえ。 

国
くに

とちからと栄
さか

えとは限
かぎ

りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 

 

聖書 箴言 8：1，22～31  
           旧約（新共同訳）P1000～P1001 
 
 

知恵が呼びかけ 

英知が声をあげているではないか。 

主は、その道の初めにわたしを造られた。 

いにしえの御業になお、先立って。 

永遠の昔、わたしは祝別されていた。 

太初、大地に先立って。 

わたしは生み出されていた 

深淵も水のみなぎる源も、まだ存在しないとき。 

山々の基も据えられてはおらず、丘もなかったが 

わたしは生み出されていた。 

大地も野も、地上の最初の塵も 

まだ造られていなかった。 

わたしはそこにいた 

主が天をその位置に備え 

深淵の面に輪を描いて境界とされたとき 

主が上から雲に力をもたせ 

深淵の源に勢いを与えられたとき 

この原始の海に境界を定め 

水が岸を越えないようにし 



大地の基を定められたとき。 

御もとにあって、わたしは巧みな者となり 

日々、主を楽しませる者となって 

絶えず主の御前で楽を奏し 

主の造られたこの地上の人々と共に楽を奏し 

人の子らと共に楽しむ。 
 

 

賛美 377「神はわが砦」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説教「神と共に喜び楽しむ命」 
 
 

賛美 452「神は私を救い出された」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 
 

祝祷 
 

アーメン 

 
 
 

 

後奏  

 

司 式 松浦 房枝 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 佐々木 悠 
 

 

※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※賛美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 

 
 
 
 
 
 

 


